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DJ恥糾－ ll賀新年☆－=司政=＝-Ｔ

　

釧腎会一々ほの皆さん、昭和６１年の祈年、

明けましておめでとうございます。

　

透析生活を続けながら、今年もまた皆様方

と共に新しい年を迎える事かでき、大変うれ

しく共ｒ喜び合いたいものと思います。これ

も透析医師ならびｒス々ツフの献身的々努力

ｒよ1}、透析技術が向上し、透析患者も現在

では健常者と変わらないほど家庭生活に従事

　

Ｌ、そして社会生活に参加する事が出来るよ

　

うｒなりヽ今では完全社会復帰をしている患

　

者さんも多数おり１ずことは非常に喜ばしい

　

事であり、これからも病気忙負け竃いで、健

常者ｒ負け々い梢神力で、透析生活を乗り切

ってほしいものです。

　　

ｒ１年の計は元旦にあり』といいます。昨

年１年間の出来事を思い浮かべ、それがどう

であったかを振り返り、その反省点は今年忙

生かしていぐ事が天切でしょう。腎友会とし

ても色々と反省し政けれはたら｀ない事、改善

を要する事、などがあり、今年はそれらを反

省して、活動を前進させるよう努力いたしま

しぷう。

　

今年の正月を迎えた事ａ:より、透析歴満１

０乍の人が市立病院に葛西さん、阿部さん、

今村さん、そして林田の大熊さんの４人がな

りましてヽ私共の先人として大変御苦労様で

　

した。今後も、健康で長生きしてほしいもの

　

と思います。そして、私も１月２ろ日で満１

　

０年と乃=ります。ｒｔ年一昔ｊといいますが

　

過ぎ去った月日は早いもので、この１０年間

　

透析の苦しみ、つらさなどを忘れるためｒ、

ガムシヤラに生きてきた１０年のよう'な気が

します。ｆ明日の生命がわからない、だから

今やら政けれぱもう出来々ぐﾌﾟkるのだｊとい

う気持にヽなり、色々政事収二手を出し、行動sこ

移し、健常者で４出来ない様な事もしてきｰま

Ｌた。今年からは、自分i､長生きする為の了1

夫をＬ々けれぽ、と甘います。

　　

１７Ｄ名からの心皆さんのいる澗可会でも

‘)ます。若い人も数多くいよすので、これふ

らに片い人によって、新風をふきこんた躍友

会恬勁をむし進めて行ってもらいたいと思い

ます。

　

今年は洲腎会も満１０年を迎えます。記念

事桑を実吻する事と同時にヽ会活動も皆さん

の協力以:より、１０年間の反省点に立った活

動の出来るよう知恵を出し合って前進させま

しよう。

釧腎会々長 上

　

田 弘

謹
賀
新
年
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ごヽＪ１９べき。 謹噴新年ﾆﾌ奢＝力汗-

　　　　　

lilやlj今４員の皆さん、明けまＬておめで

　　　

とうご芯’います・

　　　　

治掌になぐ昭和６１乍０新春を皆さんと共

　　　

に、む呪いできますことを心からお喜ぴ巾し

　　　

上げます。

　　　　

昨年は巡卜ｔど、搬々な事があり１したが

　　　

Ｆ／ごとって、特に忘れることができない懇い

　　　

川心一つは、７月ｒ皆さんと共に西別岳へ登

　　　

ぱに｡迦ｃとであります。

　　　　

｡ヅ自分ら体冗自身を持とうμと八百メート

　　　

ル以上ｏ円惣ｎ山忙院宍し、成功させた皆さ

　　　

んの愕防力のａさと、７７イト妃に心から感
●

　

齢を覚えた次第であります。

　　　　

い１.、仁びくび気の低迷、賦の財政薙･など

　　　

の建dヤc、福祉の見直しが叫けぱ･れています。

　　　

仁:・、福短見Iだしf?策は円、巴？叙の抑制、

　　　

隔･この歿とにっながることを考えると、その

　　　

瞳止の詣で努力することを似うと共に、充雪

　　　

したな祉が確立してこそ頁の先進国となり碍

　　　

るものと｡‾らえｌす。

　　　　

私はこれまで、道膿公で、透析､患者の皆さ

　　　

んの希望の光となる々道腎バンクの発足μ

　　　

な粉移柚センターの設散//μ通院交通費の助

　　　

成制廳丿をはじめ、腎臓病患者の総合対策『

　　　

ついて取り組み、一定の成果を収めてくるこ

　　　

とができました。

　　　　

今年も皆さんの代弁者として努力を続けた

　　　

いと浹意しておりますが、どうか透析がっつ

　　　

がなく療養に専念し、元気ｒ頭張っていただ●

　

１ことを期待申し上け、新年のご挨拶といた
します。

北海道議会議貝

昭和６１年

　

元旦

　

伊

　

蕪

　

武

　

－

　

新牟明けましておめでとうごさ’いｌ

すｏ

　

昨りは一方ならぬ御支捉を賜わり、

見事大勝利ｃ･栄冠を勝ちとること力阻

来ましたことに対し心から厚く御礼味

し上げます。

　

これからは、先に皆拉討こお約束い友

しました腎疾患総合対策、いわゆる鞠

臓病の予防、早如発見、早期治療のfl

制を碓立し、仁性に移行した患者に刈

する医学的公理、払ご体制を確立し、

既に賢不全…透び「になった心者にけ秤

枕により、できるyごけ完全社会復帰を

は戸､ること、？たこ析を読けながら祉

会役帰し祉会に責献できる道づくりに

堅命に寥力してまいりたいと決意をし

ている次第でございます。

　

なお、明年度予算には、通院交通費

制度の充実（増額）と働らく場の確保

にむけて大いに奮闘してまいりますの

で今後とも皆様の御指導とかわらざる

御交誼のほど心からお願いを申し上げ

年頭の御挨拶といたします。

釧に地方腎友会顧問

　　　　　　

高

　

橋

　

宏

　

政
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Fトみ糾舎。謹價新年

　　

謹んで新町の.ｊよろこぴ1･巾し上

　

げ、あわせて釧腎今の発展と皆さん

のご多幸を心より御祈りいたします。

　

本年は釧腎会創立十気年をむかえ、

先ｔ譲氏の文字通り、血と汗で膀ち取

って来た透析息者の槐祉厚攬諸条件を

守り、さらに鼠=進する様、一丸となっ

てが人ばりましよう。

　

私達は一人で附あり浅せん。全道の

全国の仲間が互いに励ましあってくれ

ています………。

　

釧腎会発祥の伝統を誇りｒ本年も皆

さんと共にがん･ばりたいと思います。

Ｏ

●

　

阿寒連峰を望む春湖台の病院・・

釧路市立総合病院腎友会々員一同

○

参 ｡迎春

○

Ｑ

誠

－３－

しこ友λノ

●●●●●・・●●・
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あけまして

おめでとうございます

二』

・

£･

ゴ
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新しい年が

会員皆様にとりまして

幸多い年でありますよう

心からお声り申し上げます。

本年もよろしく

お願いいたします。

昭和61年

　

元且

－腱赤ｆ孚病院

腎友会会員一に

り
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1万犬

林田クリニック

　

砥

　

ホ 裂

　

会員の皆さん

　

1?年明けましておめでとうございます｡日･ごろ;しJら

　

弧ａに
気をくはい

　

万丿京な体調で

　

お正月を迎えたこととなじまｊ≒

　

弧たち卵田クリ
ニックの会ｎも全ほ元気に新年を迎えることができました。

　

昨年は、西別匝登山参加者全員登頂など

　

腎友会行事が

　

大成功のうちに終
わることができましたっ今年は

　

さらに

　

１０周年記念の年でもありま゛仁

　

１０年ひとむかしといいますが

　

腎臓鰐患者にとっての１０年は

　

実際の何
倍もの長さであったことでしょう。釧路の透析医療が

　

さらに進歩し

　

私たち
も１０年２０年と前堆を続けることを願って

　

新年の御あいさつといたします。

　　

あけまして

おめでとうございます

－４－



１

お?,べき， 鏡戈新年

　

斗1･:ｙ,｡）ｙＪとシンy･j･-'r::' 今呂も父、強

　

≒;1ツ･tしぐ4'戸ぬく決をを新政に、新年

二おヽ迎えゐこと､リy t‘です。

　

■1-
F^ 3 1で、持病ｏあること､ｊ･､りえ、おせ

ち卜廬をいただぐこともできるし、お神酒を

ITにこする事もできる時代にかったことを幸わ

せｒ,思う昨今ですが、昨年はずいぶんいろい

ろなことがあったように思われます。医９費

０改定、生体腎死買問Ｅ、これらは我々にと

っC快いものではありませんでしたが、腎友

会の運動が実り、医媒費の心配がたく治療が

受けられることばありがた砕ことです。又、

先き行き明るいできごととしては、免疫抑制

剤の特効薬が出たこと、脳死ｒついての国の

判定基準が出たこと、死後の臓器提供ｒつい

てのアンヶ-ﾄ調査で、臓器提供ｒ理解を示

す国民が多くたったこと、そして、釧路ｒ住

む私達ｒとっては、釧路市立病院での移植の

成功と、特ｒ若い人達ｒとっては明るい展望

が開打ようとしています。

　

一方、医学の進歩がめざましい今日、実年

組ｒとっても、何かしら先き行きより充実し

た泊療と、よ夕快適な生活への期待が持てそ

うﾌな見通しを何気なく感じますが、何年先の

ことであっても希望と強じんー精神力を持っ

て、現在の生活を謳歌Ｌたいものです。

　

世の中は、私たち患者ｇとって決Ｌて甘く

は｡ありませんＬヽ安閑として治療を受けられ

る情勢ｒはあり１せん。従って、私たちが安

心して生活していくためｒは、町友会の名の

もと､･こ一致団結する必要がありますＬ、自分

にできることを通して活勁に加わることなてよ

って、活動は活発になり、快適－生活へと前

進することｒﾌﾟkるわ･？です・幸74、釧宵会を

はじめ、遭れ励、主曹協と肩･こ先頭で立って

活躍して下さる方々の、獅子奮迅の勣きと、

同病なるがゆえの隣人愛によって数々の難関

をのりこえ、私たちの生活を支えてくれてい

ることは今までの実檀で明らかです。正に恵

まれた器ｒよって、私たちは守られていると

言えますｏ

一層=卜万j

　

そら方々の指沸と旨示に従口、？力してい

　

ぐことこそが私たち０典拠であり、貞ひであ

ると忌います。さらに、お世話ｒたって９る

£柚Ｅをはじめとするスタッフの方々にも、

わが１まを言わず、診断や忠告にすをおに従

うことも又、私たちの義務であり、より快適

な生活を送るための必須の条件といえます。

　

年頭に:当たり、新たﾌl気持ちで腎友会の先

人や役員の方々に、そして病院の方々ｒ、社

会応、家族ｒ感謝を忘れず、トラ年にふさわ

しく力強く、有意義乃:1年間を過ごして行き

たいと思う次第です。本年もよろしくお願い

致しますｏ

　　　

昭和６１年

　

元旦

　　　　

協立病院

　

腎友会幹事

　

竹内

　　

昇

－６－

刄
吼

十|
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alべｔ'｀ 践L償新年’｡ｸ･1‘j●7尤ｋ=・･･― T.

　

新年あけましておめでとうご巧｀いま

すｏ

　

今年ば釦路地方腎友会が出来て創立

十周年ｒをり、心力らおめでとうござ

いヽます。と申し上げる次第です。

　

私達も厚岸病院に帰って透析をはじ

め五年目になり１したｏ

　

今では安心して透析を受けています

が、最初の頃は柵械に慣れずｒ苦労し

●１しｔ．

　

現在、十数人の患者達は、楽しく透

析を受けており１す。

　

皆さんも風邪などに充分気をつけて

Ｆさいｏまた栄養と睡眠を多く取って

一日々々を大切ｒ暮して下さい。

　

私は今年も山登り忙挑戦します。

厚岸町立病腕膏友会

　　

代表粋事

　

波悛谷

　

純

　

考

Ｉ
！
Ｉ
Ｉ
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明けましておめでとうございます。

　

日本で一番早く初日の出が拝める根

室の地から新年のごあいさつ申し上げ

ますｏ

　

下年は釧腎会創立十周年の西目の年

礼達、根室腎友会も先輩諸氏の労苦を

漫妬さらに前逗する年μﾆしんいご今:し

幸年1.よろし、･お祓い印’丿二けｔす

祠室ヤ皿詞翫腎友会

　　

曳厩幹￥

　

岡

　

爾

　

為

　

雪



DＪ§凩像，尨L戈新￥

　　

皆様、新年あけましておめでとう

　

ございます。

　

昨年は私にとって１さに人生の変り

めの年であり１した。四年半の血液透

析から「ＣＡＰＤ」に移行した年でし

たから………。

　

今は液の交ｋ作業Ｋもすっかり慣れ

て、当初のもくろみ通りの人生を送!1.

つっありますｏ

　

透析ｒ費やされたであろう時間を有

効に使い趣味のワタも広げ、毎日張り

切っておりますｏ

　

不宰にして病魔におかされた体にな

ってしまいましたが、物は考え様で、

透析ｒｔつた為にこの様な生活に々つ

たわけですから………。

　

腎不全というノヽンデイをのりこえ、

この人生を前向きに生きたい、と思い

ますｏ

　

さて、今年はトラ年、昨年の阪神タ

イガースの勢いが今年のトラ忙も引継

がれれぱと、トラ年の一人としてがん

ぱりたいと張り町っております。
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ます

なりましてありかと

与年もとうぞよろしくお穎い致します。

ご存じですか。
一一一
今から１０年前、仄学の進歩かなく、透

ほの強賊も下足で｡腎不全と諺断された

蒔、乍年の延命を計るのが禎いっはいで

したo

jごと二Ｌ圭二

医学の進歩と、毎人会のめざましい活躍

によってヽ機械の不足もなく、氏療賢も

無料となり、吐会復帰もできるようにな
n

ました。

の社会的恩恵に対し感謝したいと思し

ます1，

この社会的思恵に
ｰ し私は次のように考

ヱ｡ますＱ

恩恵を受けたなら何かでお返しをする、

これが人情ではないでしょうか。

ｔけろようになりましたら、職場で働く

事、家事に心念する事も仕会えのお返し

で寸。

いち肝人きなお返し（M:余えの貢献）は

腎友会活動を通じて、腎臓病の根垢では

たいでしょうか。

万、全腎協を中心として、腎臓病を根紬

了るためにｉ胃疾患総合対策」の早期確

立を固に動きかけております。

この対策を国が、国民が認め法律で定め

実施してくれるまで、私達のたゆまぬ努

｡りが必要なのです。

円に、国民に対し、いち番乱得力のある

影は、斑気を体験している私達なのてり

c.

　

私達が毎年実兜しております一つ一

’バ7）づみ、活動か腎臓らら鉛に地してト

F･らｰ-W-〃i

るので１９

町友会活勁は、世者は元よ｡リ、ｌｙｙ、一

殴の方でも参りHする弔かでさまで。

取り敢えす励行全員が会員となって、力

を合せ、戸分達のため、子子孫孫のため

ヽ大きくは社会のために、腎｡友会を盛り

卜けて行きましよう。

1政友会活動の成采､j、1年や２年で達成

できるものではありません。

　

宋る年も

来る年も、たゆまぬ舅力が必要なのです。

無理心事は申しません･。に坦の提供でき

る（謡動えの参加）協力を腎友余にお冑

せ’Fさい。

今秋は、jl;乱地方腎･衣会が庭生L.て１０

高年を迎えまず。

　

記念行事と記念誌の

企行を計画し準備を進めております。

立派な記念誌が出来るよう、記念行ぶが

成功しますよう皆様の御t弘力を、お忿1い

申し上げます。

般後に、

今年もどうぞｊ腎友会に対し」御尽力を

隔りますように、又与年一年も私達に取

って、健康で幸多き年でありますよう願

うものです。

昭和６１年

　

元旦

W

訊錨地方腎友会

ト務局長

早

　

坂

　　　　

要

－６－



　　

表紙カット

……輿岡久雄氏

　

提供……
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